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且つ、その説明せられている奉仕の道程に従って行く

ことができるでしょうか。

斯様な個人的重要問題の決定は軽々しくは出来ません

でしょう。陳述書を通読する人によって、或はうなづ

き或は叉、或る牧師補が有名な卵の話でいったように

「部分的には良い」という具合に、多少は得るところ

があります。虚心坦懐によんでいたゞけば、比の陳述

書はそれで良いのであります。

英行様な訳でありますから「各個ロータリアンの責任」

に関する残りの記事は此処では述べないことにします

そのかわり、以下七つの章で各々その一部を取り上げ

ることに致します。各章は適切な節を以って初まり、

七つの道の各々は、一段の状勢、問題及びその導かん

とする奉仕の機会等に関連して、一つ一つ吟味されて

おります。「衝撃」と題して最後の章で、各々の例に

人数の平和への道標をつけ、ロータリーの衝撃例を記

録しております。ロータリアン及びその他の人々でこ

れらの道に引きつけられる数が殖えるに従い、ロータ

リーの活力及び衝撃に大なる変化を蘭らすことができ

るでしょう。

然しながら最も大切なことは、凡ての人質が何んとか

して戦禍と文明の破壊を避ける可能性であります【＝若

し国際奉仕の部門に欠点があるとすれば、その部門に

ついての関心は必要でないとさえロータリアンが思う

のはこのためであります。

現在人類のジレンマは、コソチキ丸の乗組員が1947年

8月7日に際会した時の状態と比薮することができま

す。その日、西に向っての潮流に乗って南米バルサ材

の筏を運ぶ六人の乗組員が4，300マイルの太平洋を

横切りつゝ、小さな筏は刻々と危険極まるラロイア確

に近づいて来たのであります。北風がちょっとの問筏

を転換させましたが、珊瑚礁は矢張り待ち伏せており

ました。それから、風は止み、そしてゆっくりではあ

るが容赦なく筏は刑瑚礁の壁に向って流されました。

海のリズムは逆まく怒竃と変り、刑瑚礁の高波は沸謄

し、のたうちまわり、危険はその最高潮に達しました

打ち寄せる波は、初めは単純な低音であったが、コソ

チキ九が珊瑚礁に向って引きずられる頃には、太鼓の

連打のような猛烈なものとなりました。

高波の向うに、乗匹眉は静かな礁湖の後方に椰子の木

のある島を見ることが出来ました。然し、そこでは筏

が罰瑚樵に突進するに従って、のどかな島に対する何

等の思音も浮べることが出来なかったのであります0

乗組員はその潮流に抗するには全く無力でありました

筏が分解したならば、乗組員は間違いなく刑瑚で切り

殺される運命にあるのです。筏が安全であれば、彼等

は平和の礁闇に泳ぎついて命が助かるかも知れないの

です。若し商流が万一にも篭を珊瑚礁から離して呉れ

ることがありとすれば、彼等は生きのぴて彼等の経験

談を語ることが出来るのであります。寓話は明隈であ

ります。人類は長い国華な道に文明を追いやりました

処が突然水爆戦争によってその全域がおぴやかされて

いるということが発見されました。

戦争への流れは知らず知らずの問に起っておるという

ことに間違いないようでありまして、それが未年か、

来年か、10年後であるか、或は何時起るかは分りませ

ん。

刑撃鰐はごつごつしており、且つ恐ろしいものであり

ます。そこにこれからでも発見できる良い道はないで

しょうか。左様、そこに一つの方法があります。

本書は今迄かつて取り上げなかった無数の人手を今は

新しく確固たる道程に勢揃いするよう勧誘できること

を、希望と信念を持って提供しております。

（平和への七つの道）より技葦

0　幹事等告　　な　し

○　本日の献立

刺身　　鯛　　　　焼物　　新哲
アスパラカス

味噌汁　豆腐　署荷
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